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1 ·͕͖͑
ফ๷๏のݥة෺をॳΊͱ͢るՄ೩性෺࣭によりൃ
ੜ͢るओཁな֐ࡂ͸、ͦΕら͕೩ম͢る͜ͱによりൃ
ੜ͢るՐ͓ࡂよͼΨεരൃ֐ࡂͰあるɻࠓࡢͰ͸Χʔ
Ϙϯ・χϡʔτϥϧの؍఺から、ೋࢎԽ୸ૉをൃੜ͢
る୸ԽਫૉܥのԽੴ೩ྉのར༻から࠶ੜՄ能Τωϧ
Ϊʔ΁のม͕׵ॏཁ՝୊ͱなͬͯいるɻしかし、ݱ
ঢ়Ͱ͸࠶ੜՄ能ΤωϧΪʔ͸ൃੜ͢る৔ॴ΍͕ؒ࣌
ఆ͞Εる͜ͱ͕ଟいͨΊ、Խੴ೩ྉのར༻を౰෼ݶ
͸ࢭΊる͜ͱ͕Ͱ͖ないͱߟえらΕるɻまͨ、࠶ੜՄ
能ΤωϧΪʔをஷଂ、༌ૹ͢る、いΘΏるΤωϧΪʔ
ΩϟϦΞ΋ඞཁͱなり、ਫૉ͕ΤωϧΪʔΩϟϦΞͱ
しͯ༗ྗ͞ࢹΕͯいる͕、୸Խਫૉ౳のར༻΋૝ఆ
͞Εͯいるɻ͜のように、ΧʔϘϯ・χϡʔτϥϧ͕
ਐΜͰ΋、ਫૉ΋ؚΊΕ͹Րࡂ、Ψεരൃ֐ࡂのة
Θ࢖、えらΕるɻ͞らにߟ͸ແ͘なる͜ͱ͕ないͱݥ
ΕるՄ೩性෺࣭、࢖༻ઃඋ、࢖༻ํ๏͕มΘる͜ͱ
によͬͯݱ֐ࡂ৅͕มԽ͢るͱߟえらΕ、ͦのมԽ
にԠͨ͡安全対͕ࡦඞཁͱなͬͯ͘る͸ͣͰあるɻ
্ड़のݱ֐ࡂ৅のมԽをཧղしద੾な対Ԡをݕ౼

͢るͨΊに΋、Մ೩性෺࣭の೩মݱ৅ͱൃੜ͢るࡂ
৅についͯՊֶత・೩মֶతにཧղし͓ͯ͘͜ݱ֐ ͱ
Ͱ͸、Մ೩性෺࣭の೩মによりߘΊらΕるɻຊٻ͕
ൃੜ͢るݱ֐ࡂ৅ͰあるՐࡂͱΨεരൃ֐ࡂのݱ৅
ཧղのͨΊのૅجతߟえํについͯ֓આ͢るɻ

2 ೩মݱ৅のઆ໌
Ր͓ࡂよͼΨεരൃ֐ࡂ͸Մ೩性෺࣭の೩মによ

りൃੜしͯいるɻຊষͰ͸、͜Εらのݱ֐ࡂ৅のཧ
ղをॿ͚るͨΊ、೩মݱ৅͓よͼͦのܗଶについͯ
આ໌͢るɻ

2.1　燃焼現象とは
೩মͱ͸、Մ೩性෺࣭ͱࢎԽࡎ（௨ৗ͸ۭؾ中の
͕（ૉࢎ 、൓Ԡ（ࢎԽؐݩ൓Ԡ）しٸ଎なΤωϧΪʔ
์ग़を͢͜ى΋のͰあるɻΤωϧΪʔ์ग़͸、೤์
ग़΍ମੵ๲ு౳ͱしͯݱΕ、Րࡂに͓͚るম損΍Ψ
εരൃに͓͚るѹྗ্ঢをҾ͖͢͜ىɻͲのような
ཁૉ͕ͦΖͬͨ࣌に೩ম͕͜ىるかについͯߟえͯ
Έるͱ、೩ম͕͜ىるͨΊにඞཁなཁૉͱしͯ、
ᶃՄ೩性෺࣭
ᶄࢎԽࡎ（ࢎૉなͲ）

͕まͣあ͛らΕる͕、͜Εらをࠞ߹し͚ͨͩͰ͸௨ৗ
͸೩ম൓Ԡ͸͜ىらないɻ͜Ε͸、೩মのԽֶ൓Ԡ
の׆性ԽΤωϧΪʔ͕େ͖いͨΊͰあるɻ͜のよう
なେ͖な׆性ԽΤωϧΪʔのࢁをӽえͯ೩ম൓Ԡを
։ͤ࢝͞るͨΊに、ΤωϧΪʔを与えるඞཁ͕あり、
�つ目のཁૉͱしͯ
ᶅணՐݯ（೤ΤωϧΪʔ）

͕ඞཁͱなるɻҎ্のᶃ、ᶄ、ᶅ͕೩মの�ཁૉͱ
͜ى͹Ε͓ͯり、͜ΕらのҰつͰ΋͚ܽるͱ೩ম͕ݺ
らない͜ͱͱなるɻՐࡂ、Ψεരൃ֐ࡂの対ࡦをߟ
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える্Ͱߟࢀͱなる֓೦Ͱある（ਤ1）ɻ͞らに、೩
মͰ͸׆性Խֶछ（ϥδΧϧ）による࿈࠯൓Ԡ͕ٸ଎
な൓ԠਐߦをࢧえͯいるͨΊ、
・࿈࠯൓Ԡ
をཁૉにՃえる͜ͱ΋ある（あるछのফՐࡎ͸、ՐԌ
中の׆性Խֶछをࣦ͞׆Εる͜ͱによͬͯ࿈࠯൓Ԡ
を཈え೩মをఀͯͤ͞ࢭいる）ɻ

2.2　予混合火炎と拡散火炎
Մ೩性෺࣭の೩ম͸、Մ೩性෺࣭ͱࢎԽ͕ࡎ൓Ԡ

しͯൃੜ͢るɻ೩ম൓Ԡのͯͬ͜ىいる೩ম൓Ԡଳ
（ՐԌ）͸௨ৗ͸ؾ૬にଘࡏし、Մ೩性෺࣭͕ݻମ
΍ӷମの৔߹Ͱ΋͜Εら͕ৠൃ΍೤෼ղ౳ͰؾԽし
ͯൃੜしͨՄ೩性ؾମ͕ՐԌͰ൓ԠしͯいるɻՄ೩
性ؾମͱࢎԽࡎ（ۭؾ中のࢎૉ）͕ ՐԌに͞څڙΕる
ՐԌの2छྨࢄଶにより、ՐԌ͸༧ࠞ߹ՐԌͱ֦ܗ
にେผ͞Εる（ਤ2）ɻ

Ａ	 予め混合された可燃性物質と酸化剤が燃焼する
形態（予混合燃焼、予混合火炎）

・�͜ のような೩মܗଶを༧ࠞ߹೩ম、ܗ੒͞ΕるՐ
Ԍを༧ࠞ߹ՐԌͱݺͿ

・�Մ೩性෺࣭͕ӷମ΍ݻମの৔߹に͸、ؾԽしͨՄ
೩性ؾମ͕ࢎԽࡎͱࠞ߹しͯҰఆఔ౓Ҏ্の༧ࠞ
にൃੜ͢るɻΨιϦϯ౳の࣌੒͞Εͨܗମ͕ؾ߹
ৠൃし΍͢いӷମͰ͸ଟྔのՄ೩性ؾମ͕ൃੜし
΍͢い

・�ՐԌ͸ະ೩মのՄ೩性ࠞ߹ؾମ中を೩えਐΉ（఻
ͺ͢る）

・�͜ のܗଶͰ͸ՐԌの఻ͺͱͱ΋にߴ଎に೩ম͕ਐ
Ή

・�ΨεരൃͰ͸͜のܗଶの೩ম͕ͬ͜ى ͯいる
・�೩মՄ能な༧ࠞ߹ؾମ中をՐԌ͕఻ͺしऴΘるͱ、
͜のܗଶの೩ম͸ऴྃ͢る（ൺֱత୹ؒ࣌Ͱऴྃ
͢る）

Ｂ	 可燃性物質と酸化剤の境界で燃焼が起こる形態
（拡散燃焼、拡散火炎）

・�͜ のような೩মܗଶを֦ࢄ೩ম、ܗ੒͞ΕるՐԌ
を֦ࢄՐԌͱݺͿ

・�Մ೩性ؾମのかͨまりͱ、ͦのपғのۭؾۭ）ؾ
中のࢎૉ͕ࢎԽࡎͱなる）のڥքにՐԌ͕ܗ੒͞
Εる

・�Մ೩性෺࣭͕ӷମ΍ݻମの৔߹に͸、ৠൃ、೤෼
ղ౳Ͱӷମ΍ݻମのपғにൃੜしͨՄ೩性ؾମの
外側にՐԌ͕ܗ੒͞Εる

・�Մ೩性ؾମͱۭؾのڥքにՐԌ͕ܗ੒͞Εるͨ
Ί、ະ೩মؾମ中に೩えਐΉ（఻ͺ͢る）͜ ͱ͸ແ
い（఻ͺ性͸ແい）

・�Մ೩性෺࣭͕ৠൃ、೤෼ղ͢るྖҬ͕֦͕る͜ͱ
Ͱ、೩মൣғ͸֦͕ͬͯΏ （͘ՐԌ఻ͺͱ۠ผしͯ
೩え֦͕りͱݺ͹Εる）͕ 、̖のܗଶの఻ͺより΋
ਐߦ͸஗い

・�ՐࡂͰ͸͜のܗଶの೩ম͕ͬ͜ى ͯいる
・�Մ೩性ӷମ΍ݻମのؾԽによりՄ೩性ؾମ͕څڙ
͞Εଓ͚る৔߹に͸、௕ؒ࣌೩ম͕ܧଓ͢る

・�֦ ࢠૉの෼ࢎମͱؾՐԌのՐԌଳͰ͸、Մ೩性ࢄ
ࢄ֦）֊৅͕೩ম൓Ԡの཯଎ஈݱによる༌ૹࢄ֦
཯଎）ͱなͬͯいるͨΊ֦ࢄՐԌͱݺ͹Εͯいるɻ

図1　燃焼が発生するために必要な要素

図2　燃焼の2つの形態
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ཚྲྀのଘࡏ下Ͱ͸֦ࢄ཯଎ͱならな͘なりີݫに
͸֦ࢄՐԌͰ͸な͘なる͕、ཚྲྀ࣌΋ؚΊͯՄ೩
性ؾମͱࢎԽࡎを༧Ίࠞ߹しないՐԌをඇ༧ࠞ߹
ՐԌͱݺͿ͜ͱ΋ある
্ड़のように、Մ೩性෺࣭͕ࢎԽࡎͱ༧Ίࠞ߹͞

Εͯいるঢ়ଶͰ೩মし̖ͨの৔߹（༧ࠞ߹೩ম）に͸
Ψεരൃ֐ࡂͱなり、༧Ίࠞ߹͞Εͯいない̗の৔߹
ͱなる͜ͱ͕ཧղͰ͖るɻࡂに͸Ր（೩মࢄ֦）

3 ՐࡂɺΨεരൃ֐ࡂのաఔ
� ʢγφϦΦʣͱϦεΫ

性ධՁͱしͯ、よりత֬・߹ཧతな安ݥة͸ۙ࠷
全؅ཧ͕Մ能ͱなるϦεΫධՁ͕し͹し͹༻いらΕ
るɻϦεΫ͸、૝ఆ͞Εるݱݥة৅のൃੜՄ能性ͱ、
ൃੜしͨ৔߹に༧૝͞Εるඃ֐のେ͖͞の૒ํをߟ
ྀしͯධՁ͞ΕるɻൃੜՄ能性͕͘ߴ、༧૝͞Εる
ඃ͕֐େ͖いࣄ৅͕࠷΋ϦεΫ͕͘ߴなるɻ૝ఆ͞
Εͨݱ৅のൃੜՄ能性΍༧૝͞Εるඃ֐をখ͘͢͞
る対ࡦをͱΕ͹ϦεΫをখ͘͢͞る͜ͱ͕Ͱ͖るɻՐ
のϦεΫධՁのͨΊ、͜Εらの֐ࡂよͼΨεരൃ͓ࡂ
のҰൠతなաఔ（γφϦΦ）をઃఆし、ͦ͜Ͱ૝֐ࡂ
ఆ͞Εるݱݥة৅のൃੜՄ能性ͱඃ֐のେ͖͞につ
いͯまͱΊるͱҎ下のようになるɻ

3.1　火災の過程（シナリオ）と発生可
能性、被害の大きさ

ՐࡂのҰൠతなաఔ（γφϦΦ）をਤ�にࣔ͢ɻਤ
Ͱ͸、Մ೩性෺࣭͕漏Ӯし、ͦ͜にணՐし֦ͯࢄՐ
Ԍ͕೩え֦͕ͬͯΏ͘աఔを૝ఆしͯいるɻ
͜のҰൠతなՐࡂのաఔ（γφϦΦ）より、Րࡂの
ൃੜՄ能性にؔ͘ڧ与͢るの͸ணՐまͰのաఔͰあ
り、ඃ֐のେ͖͞にؔ与͢るの͸ணՐޙのաఔͰあ
る͜ͱ͕෼かるɻՐࡂのൃੜՄ能性ͱඃ֐のେ͖͞
にؔ͢܎るओཁなݱ৅をまͱΊるͱҎ下ͱなるɻ
・�ൃ ੜՄ能性ɿՄ೩性෺࣭の漏Ӯݱ৅、Մ೩性෺࣭
΁のணՐݱ৅ ౳

・�ඃ֐のେ͖͞ɿ೩え֦͕りݱ৅、ম損΍೤影響に
よりඃൃ͕֐ੜ͢るݱ৅、೩মΨε（ࢎૉೱ౓௿い、
༗֐ΨεをؚΉ）によりඃൃ͕֐ੜ͢るݱ৅ ౳

3.2　ガス爆発災害の過程（シナリオ）
と発生可能性、被害の大きさ

Ψεരൃ֐ࡂのҰൠతなաఔ（γφϦΦ）をਤ�に
ࣔ͢ɻਤͰ͸、Մ೩性Ψε͕漏Ӯ・ൃੜし、ۭؾͱ
のࠞ߹Ψε͕ܗ੒͞Εͨޙ、ͦ͜にணՐしͯՐԌ఻
ͺ͕͜ىるաఔを૝ఆしͯいるɻ
͜のҰൠతなΨεരൃのաఔ（γφϦΦ）より、Ψ
εരൃ֐ࡂのൃੜՄ能性にؔ͘ڧ与͢るの͸ணՐま
ͰのաఔͰあり、ඃ֐のେ͖͞にؔ与͢るの͸ணՐ
のൃੜ֐ࡂのաఔͰある͜ͱ͕෼かるɻΨεരൃޙ
Մ能性ͱඃ֐のେ͖͞にؔ͢܎るओཁなݱ৅をまͱ
ΊるͱҎ下ͱなるɻ
・�ൃ ੜՄ能性ɿՄ೩性Ψεの漏Ӯ・ൃੜݱ৅、Մ೩
性ࠞ߹Ψεのܗ੒ݱ৅、Մ೩性ࠞ߹Ψε΁のணՐ
৅ݱ ౳

・�ඃ֐のେ͖͞ɿՐԌ఻ͺݱ৅、ѹྗ্ঢͱͦΕに
よるഁյ・ഁยඈݱࢄ৅、ѹྗ೾（ര෩）によりඃ
ൃ͕֐৅、೤影響΍ম損によりඃݱੜ͢るൃ͕֐
ੜ͢るݱ৅ ౳

4 ϦεΫධՁͱϦεΫの௿ݮରࡦ
͜͜まͰのࡌهͰ、Ր͓ࡂよͼΨεരൃ֐ࡂのա
ఔ（γφϦΦ）をߟえ、͜Εらの֐ࡂのൃੜ֬཰ͱඃ
৅の਺え্͛についͯઆ໌ݱる͢܎のେ͖͞にؔ֐
しͨɻ͜Εらのݱ৅をྀߟしͯ֐ࡂのൃੜ֬཰ͱඃ
のେ͖͞をධՁ͢る͜ͱͰϦεΫのධՁ͕Մ能ͱな֐
るɻՐࡂ・Ψεരൃ֐ࡂのϦεΫ（ϑΟδΧϧϦεΫͱ

図3　火災の一般的な過程（シナリオ）

図4　ガス爆発災害の一般的な過程（シナリオ）
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͕（͹Εるݺ ౷Ұతなج४Ͱ਺஋ԽͰ͖Ε͹෼かり΍
͢い͕、ൃੜ֬཰΍影響౓のఆྔԽ͕ࠔ೉な৔߹͕
ଟいͨΊఆྔతධՁ͸Ұൠతに͸͓͜なΘΕͯいな
いの͕ݱঢ়Ͱあるɻ࣮ࡍに͸、Ҏ下にઆ໌͢るՄ೩
性෺࣭౳のݥة性をද͢ಛ性஋΍෺࣭のྔ΍ڥ؀৚
݅౳をྀߟしͯൃੜ֬཰͓よͼ影響౓のେ͖͞をϥ
ϯΫ෼͚し、ͦΕらを༻いͯϦεΫのϥϯΫをධՁ͢
る͜ͱ͕し͹し͹͓͜なΘΕるɻ͞らにධՁ͞ΕͨϦ
εΫのେ͖͞にԠͯ͡対ࡦをऔる͜ͱͰ安全؅ཧ（Ϧ
εΫϚωδϝϯτ）͕ ͓͜なΘΕͯいるɻ
な͓、ಛ性஋͸ఆΊらΕͨඪ४తな৚݅に͓いͯ
ଌఆ͞Εͨ஋ͰあるͨΊ、࣮ࡍにϦεΫをධՁ͢る৔
ॴͰの৚݅ͱҟなる৔߹に͸஫意͕ඞཁͰあるɻ

4.1　火災のリスク評価に関係する特性値
①発生可能性に関する特性値

ՐࡂのൃੜՄ能性ͱしͯ͸、ओにணՐݱ৅にؔ͢
るಛ性஋ͱしͯ、ҾՐ఺、ൃ ՐԹ౓なͲ͕༻いらΕるɻ
・�ҾՐ఺ɿޱՐを͚ۙͮͨ࣌に೩ম͕։࢝͢る͜ͱ
をҾՐͱいうɻՄ೩性෺࣭のԹ౓を্͛ͯい͘ͱ、
ৠൃ΍೤෼ղ౳によりՄ೩性Ψεൃੜ͕ଅਐ͞Ε
るɻे෼なՄ೩性Ψε͕ൃੜ͢るͱҾՐ͕͜ىる
ようになるɻҾՐ͕͜ىる࠷௿Թ౓をҾՐ఺ͱい
うɻ

・�ൃՐԹ౓ɿՄ೩性෺࣭のԹ౓を্͛ͯΏ͘ͱ、ޱ
Ր͕ແͯ͘΋೩ম͕։࢝͢る（ࣗવൃՐ）ɻ೩মの
։࢝͢るԹ౓をൃՐԹ౓（あるい͸ൃՐ఺）ͱいうɻ
②被害の大きさに関する特性値

ՐԌԹ౓΍೩え֦͕り଎౓なͲ͕ඃ֐のେ͖͞に
ؔ͢るಛ性஋ͱなるɻՐࡂの৔߹に͸Րൃࡂੜޙの
ফՐなͲの೩ম཈ （੍ফՐࡎのফԌೱ౓なͲのಛ性
஋͕ある）の対Ԡঢ়گによͬͯՐࡂの֦େঢ়͕گมԽ
し、ൃੜ͢るඃ͕֐େ͖͘มΘるɻෳ߹తなධՁ͕
ඞཁͱなるͨΊ、ಛ性஋のΈͰධՁ͢るの͸ࠔ೉な
৔߹΋ଟいɻ

4.2　ガス爆発災害のリスク評価に関係
する特性値

①発生可能性に関する特性値

Ψεരൃ֐ࡂに͓͚るணՐݱ৅にؔ͢るಛ性஋ͱ

しͯ͸、೩মݶք（രൃݶք）、࠷খணՐΤωϧΪʔ、
ૉೱ౓なͲ͕あるɻࢎքݶ
・�೩মݶք（രൃݶք）ɿՄ೩性Ψεͱۭؾ（ࢎԽࡎ）
のࠞ߹ΨεにணՐ͢るͱ͖、Մ೩性Ψεのೱ౓͕
௿͗ͯ͢΋、ͯ͗͢ߴ΋೩মしない（ՐԌ఻ͺ͕ܧ
ଓͰ͖ない）ɻ೩ম͢るೱ౓ൣғを೩মൣғͱݺ
ͼ、௿い側のೱ౓ݶքを೩ম下ݶք（രൃ下ݶք）、
ͿɻΨιϦݺͱ（քݶരൃ্）քݶい側を೩ম্ߴ
ϯなͲのӷମのՄ೩性෺࣭΋、ൃੜしͨৠؾのೱ
౓͕೩মൣғにೖるͱΨεരൃ͕͜ىるՄ能性͕
ある͜ͱͱなるɻ

খணՐΤωϧΪʔɿՄ೩性のࠞ߹ΨεにணՐ͢࠷�・
るͱ͖、೩মを։ͤ࢝͞るに͸あるҰఆҎ্のΤ
ωϧΪʔをՃえるඞཁ͕あるɻͦの࠷খのΤωϧ
Ϊʔを࠷খணՐΤωϧΪʔͱいうɻ

ૉೱ౓を下͛ࢎ中のؾ߹ૉೱ౓ɿՄ೩性ࠞࢎքݶ�・
ͯΏ͘ͱ、ある஋Ҏ下のࢎૉೱ౓Ͱ͸ՐԌ͕఻ͺ
ͤͣΨεരൃ͕ൃੜしな͘なるɻ͜のೱ౓をݶք
ࢎૉೱ౓ͱいうɻۭؒに஠ૉΨε౳をಋೖしͯࢎ
ૉೱ౓をݶքࢎૉೱ౓ະຬͱしͯ೩মを્͢ࢭる
͜ͱ͕͓͜なΘΕるɻ
②被害の大きさに関する特性値

Ψεരൃ֐ࡂに͓͚るඃ֐のେ͖͞にؔ͢るಛ性
஋ͱしͯ͸、࠷େѹྗ্ঢ଎౓、࠷େരൃѹྗなͲ
͕あるɻ
େѹྗ্ঢ଎౓ɿີดۭؒͰΨεരൃ͕ൃੜし࠷�・
ͨ৔߹のѹྗ্ঢ଎౓の࠷େ஋ɻѹྗ্ঢ଎౓
͸ۭؒのମੵ͕େ͖い΄Ͳখ͘͞なる͕、ۭؒମ
ੵの1��৐を৐͡るͱͦの影響を૬ࡴͰ͖るͨΊ、
͜Εを、֨نԽ͞Εͨ࠷େѹྗ্ঢ଎౓（,(஋ͱ
͹Εる）ͱしͯ༻いͯいるɻݺ

に౸ୡ࣌͢େരൃѹྗɿີดۭؒͰのΨεരൃ࠷�・
る࠷େѹྗの஋ɻ

4.3　リスク低減対策
Րࡂ΍Ψεരൃ֐ࡂのൃੜՄ能性͓よͼඃ֐のେ

͖͞のͦΕͧΕのධՁ஋を௿ͤ͞ݮる͜ͱにより、Ϧ
εΫ௿ݮ対ࡦを͓͜なう͜ͱͱなるɻՄ೩性෺࣭を༻
いる͜ͱをࢭΊないݶりϦεΫ͸θϩになる͜ͱ͸な
い͕、ϦεΫをڐ容ϨϕϧҎ下に下͛る͜ͱ͕ٻΊら



2023・春　No.81 危険物と保安 5

ΕるɻൃੜՄ能性の௿ݮ͸、֐ࡂのະવ๷ࢭにつな
͕る͕、͜͜Ͱ͸લઅͰઆ໌し ʮͨൃੜՄ能性にؔ͢
るಛ性஋ʯをߟࢀに、ൃ͕֐ࡂੜ͢る৚݅になるՄ
能性を下͛る͜ͱ͕対ࡦͱなるɻまͨ、લड़の೩ম
の�ཁૉ͕ଗΘないように͢るͱいう؍఺から΋対ࡦ
͸ߟえらΕるɻඃ֐のେ͖͞の௿ݮについͯ͸、લ
અのʮඃ֐のେ͖͞にؔ͢るಛ性஋ʯをߟࢀに、影響
͕খ͘͞なるよう๷ࡦޚ౳を࣮͢ࢪる͜ͱ͕対ࡦͱな
るɻද1に、ߟࢀͱしͯϦεΫ௿ݮ対ࡦのྫをࡌܝし
͓ͯ͘ɻ

5 ͋ͱ͕͖
よͼΨεര͓ࡂ෺౳のՄ೩性෺࣭による、Րݥة
఺؍৅のݱ৅についͯ೩মݱについͯ、ͦの֐ࡂൃ
からઆ໌しͨɻ͞らに、安全؅ཧに༻いらΕるϦεΫ

ධՁにඞཁな֐ࡂのൃੜՄ能性ͱඃ֐のେ͖͞につ
いͯ、ಛ性஋΋ަえͯ੔ཧしͨɻՄ೩性෺࣭の内容
΍ར༻ํ๏のมԽに΋対ԠͰ͖るޮՌత・߹ཧతな
安全؅ཧにগしͰ΋໾ཱͯͯい͚ͨͩΕ͹޾いͰ͢ɻ
͜͜Ͱ͸ࢴ面にऩまるൣғͰࡌهし͕ͨ、よりৄࡉ
な内容についͯ͸、ߟࢀจ1>ݙ>�<�>΍छʑのઐ໳
จࢿ・ݙྉをࢀর͞Εͨいɻ

ݙจߟࢀ
<1>ɹ安全ֶ޻ձฤ、安全ֶ޻ศཡ（ୈ�൛）、ίϩφࣾ
（2�1�）

<2>ɹ೔ຊՐֶࡂձฤ、Րࡂศཡ ୈ�൛、ཱڞग़൛（2�1�）
<�>ɹ౔ڮ཯、Րࡂ・രൃݱ৅ͱͦのݥة性ධՁ・๷ࢭ対ࡦ、
όϧϒٕใ、7PM.2�
 /P.1
 Q. ��（2�1�）

<�>ɹੵݹത、෺࣭安全のૅجʵͦの３ɿՄ೩性ӷମʵ、安
全ֶ޻、����、Q. 2��（2���）

<�>ɹ౔ڮ཯、෺࣭安全のૅجʵͦの４ɿՄ೩性ؾମʵ、安
全ֶ޻、����、Q. �22（2���）

֐　　ࡂ

Ր　　ࡂ

Ψεരൃ
֐　　ࡂ

௿߲ࣄݮ

ൃੜՄ能性௿ݮ

ඃ֐のେ͖͞௿ݮ

ൃੜՄ能性௿ݮ

ඃ֐のେ͖͞௿ݮ

཈੍͢Δ΋の
Մ೩性෺࣭漏Ӯ
ணՐ
೩え֦͕り
೩え֦͕り、
ম損・೤影響、
೩মΨεによるඃ֐

漏Ӯ

ࠞ߹Ψεܗ੒
ணՐ
ՐԌ఻ͺ

ѹྗ্ঢ

ରࡦのྫ
దਖ਼なஷଂ、อ؅
๷രػؾిܕ器、੩ిؾ཈੍
೉೩Խ
ফՐઃඋ、εϓϦϯΫϥʔ
ආ೉ઃඋ
Րݕࡂ஌・ܯใઃඋ
漏Ӯ๷ࢭઃඋ、漏Ӯݕ஌器、
ःஅγεςϜ
（౳׵஠ૉஔ）ૉೱ౓௿下ࢎ
๷രػܕ器、੩ిؾ཈੍
ϑϨʔϜΞϨελʔ

ѹྗ์ࢄઃඋ

ͱͳΔಛੑ஋のྫߟࢀ
ҾՐ఺、ൃՐԹ౓、࠷
খணՐΤωϧΪʔ
೩え֦͕り଎౓
ফՐࡎফԌೱ౓

೩ম下ݶքೱ౓

ૉೱ౓ࢎքݶ
খணՐΤωϧΪʔ࠷
ফԌڑ཭
࠷、େѹྗ্ঢ଎౓࠷
େരൃѹྗ

表1　リスク低減対策の例
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「危険物輸送の動向等を踏まえた安全対策の
検討会」における検討結果について

消防庁危険物保安室

消防庁からの情報

１　はじめに

昨今、危険物の輸送に係る物流の効率化、危険物
情報の伝達、新たな輸送形態の扱いなどの危険物輸
送に関する課題や要望が求められています。また、新
型コロナウイルス感染症に伴う消毒用アルコールの需
要の増加により、高濃度アルコールの運搬容器につい
て平時と異なる取扱いを求める声も上がっています。

これらの状況を踏まえ、消防庁では「危険物輸送の
動向等を踏まえた安全対策の検討会」を開催し、次の
項目について調査検討を行いました。

⑴　国際輸送用コンテナに係る消防法上の手続き
に関する簡素化に関する事項

⑵　コンテナに混載されている荷物に係る危険物情
報の適切な伝達方法に関する事項

⑶　海外製の特殊な容器、国連勧告や機械器具等
における危険物の運搬に関する事項

⑷　大規模物流倉庫や高層ラック式倉庫における危
険物の貯蔵に係る留意事項のあり方に関する事項

⑸　消毒用アルコールに係る緊急的な危険物輸送
に関する事項

このうち、⑶及び⑸については令和３年度に検討を
終えています。令和４年度は⑴、⑵及び⑷について引
き続き検討を行い、先般、報告書をとりまとめ、令和
４年12月８日に公表したので、このうち、⑸の検討結
果について紹介します。

２　消毒用アルコールに係る緊急的な危
険物輸送について

⑴　調査検討の背景
手指等を消毒するための消毒用アルコールの需要

増加に伴い、危険物の第四類アルコール類に該当す
る高濃度アルコールの需要も増加しています。その中
で、高濃度アルコールを運搬する際の運搬容器につ
いて、プラスチックフィルム袋（スタンディングパウチな
ど）の使用に係る問合せが消毒用アルコールの製造者
や販売者などを中心に増加しており、平時と異なる取
扱いを求める声がありました。

現在の危規則では、液体の危険物を収納する運搬
容器としてプラスチックフィルム袋単体では認められて
いませんが、第四類第三石油類、第四石油類及び動
植物油類を収納する場合には、プラスチックフィルム
袋を内装容器として、木箱、プラスチック箱又はファイ
バ板箱（両面ダンボール箱）の外装容器に収納したも
のは運搬容器（内装容器と外装容器で構成される運搬
容器を組合せ容器という。）として認められています。

このことから、高濃度アルコールについても、プラ
スチックフィルム袋を内装容器として、両面ダンボール
箱の外装容器に収納した運搬容器の安全性について
検討しました。
⑵　プラスチックフィルム袋に係る運搬容器の技術基準

現在の消防関係法令における液体を収納するプラス
チックフィルム袋に係る運搬容器の構造及び最大容積
等は表１のとおりです。

۠෼

容器

運搬
容器

౳ࣔࠂة

߸ୈ��৚の２の２ୈ３ࣔࠂة

ྉのૹ෇ࢿ຿にؔ͢るࣥ຿ࣄ੍ن෺ݥة
につい （ͯฏ੒11೥݄̕��೔෇͚ফ๷ة
ୈ�2߸）

߸ୈ��৚の３ୈ２ࣔࠂة

定　　ن
଱༉性の容器のఆٛ
˓ɹୈྨ࢛のݥة෺のうͪୈࡾੴ༉ྨ、ୈ࢛ੴ༉ྨຢ͸ಈ২෺༉
ྨをऩೲ͢る࠷େ容ੵ５ϦοτϧҎ下の଱༉性の容器

଱༉性の容器に֘౰͢る容器̡ ൈਮʳ
˓ɹଟ૚ϓϥενοΫϑΟϧϜା
ɹ・ελϯσΟϯάύ΢ν
ɹ・ϐϩʔแ装
運搬容器のಛྫ
˓ɹ଱༉性の容器を内装容器ͱしͯ໦ശ、ϓϥενοΫശຢ͸
ϑΝΠό൘ശの外装容器にऩೲしͨ΋の

表１　プラスチックフィルム袋に係る運搬容器の構造及び最大容積等
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プラスチックフィルム袋に収納できる液体の危険物
は、危告示第68条の２の２第３号の容器の特例の規定
で、第四類第三石油類、第四石油類又は動植物油類
であり、収納する最大容積は５リットル以下とされてい
ます。また、プラスチックフィルム袋単体では運搬容器
とすることはできず、危告示第68条の３第２号の運搬
容器の特例の規定で、木箱、プラスチック箱又はファ
イバ板箱（両面ダンボール箱）の外装容器に収納するこ
ととしています。

アルコール類を収納する内装容器と外装容器で構
成される運搬容器に係る性能試験の基準は表２のとお
りです。

求められる性能試験は、危告示第68条の５、並び
に危告示附則第２条第４項及び第５項（平成元年３月１
日自治省告示第37号）により、落下試験及び積み重ね
試験の２試験であり、落下試験は、高さ1.2メートルの
高さから落下させ、外装容器及び内装容器からの漏え
いがないこと。また、運搬中の安全性に影響を与える
ような損傷がないこと。積み重ね試験は、運搬の際に
積み重ねられる同種の容器の全重量と同じ荷重を容器
の上部に加え、外装容器及び内装容器からの漏えいが
なく、かつ、運搬容器に変形がないこととなっています。

⑶　プラスチックフィルム袋に係る運搬容器の性能
試験の概要等

アルコール類に該当する高濃度アルコールをプラ
スチックフィルム袋に収納することを想定し、内装容器

（プラスチックフィルム袋）と外装容器（両面ダンボール

箱）の組合せ容器による落下試験及び積み重ね試験を、
公益社団法人日本包装技術協会の指導のもと実施しま
した。

ア　試験概要
消防法の運搬容器の性能試験に係る危告示第68

条の５及び「運搬容器に係る性能試験の細目基準に
ついて」（平成２年４月11日付け消防危第33号）に定
める基準、更に、船舶危規則、船舶危告示、危険物
の容器及び包装の検査試験基準（令和２年12月28
日達第10号　一般社団法人日本舶用品検定協会）
を参考に試験を実施しました。（表３）

イ　試験で使用した容器等の概要
・外装容器（両面ダンボール箱）（図１参照）

寸　　法：300ミリメートル×200ミリメートル×
380ミリメートル

質　　量：0.7キログラム
接合方法：接着剤による重ね合せ接合

۠෼

ద༻͞Ε
るݧࢼ

落下ݧࢼ

ੵΈॏͶ
ݧࢼ

ࣔࠂة
ࣔࠂة
ෟଇୈ２৚ୈ４߲
（ฏ੒ݩ೥３݄１೔࣏ࣗলࣔࠂୈ��߸）
ࣔࠂة
ෟଇୈ２৚ୈ５߲
（ฏ੒ݩ೥３݄１೔࣏ࣗলࣔࠂୈ��߸）
ࣔࠂة
ୈ��৚の５ୈ２߲

ࣔࠂة
ୈ��৚の５ୈ５߲

定　　ن
˓ɹୈྨ࢛のݥة෺�	ҾՐ఺͕ྵ౓Ҏ্の΋のにݶるɻ
�の運搬容
器のうͪ、内装容器を༗͢る΋のについͯ͸、౰෼のؒ、ୈ��৚
の５ୈ３߲のنఆ͸、ద༻しないɻ

˓ɹୈྨ࢛のݥة෺�	ݥة౳ڃᶘຢ͸ݥة౳ڃᶙのݥة෺にݶ
るɻ
�の運搬容器のうͪ、内装容器を༗͢る΋のについͯ͸、౰෼
のؒ、ୈ��৚の５ୈ４߲のنఆ͸、ద༻しないɻ

˓ɹ内容ੵの��ύʔηϯτҎ্の内容෺をຬͨしͯ、ݧࢼを࣮ࢪ
͢る͜ͱɻ

˓ɹ1.2ϝʔτϧの͞ߴから、͘ߗ、஄ྗ性のないฏ׈なਫฏ面に
落下ͤͯ͞ݧࢼをߦう͜ͱɻ

˓ɹ外装容器ٴͼ内装容器からの漏えい͕ない͜ͱɻ
˓ɹ運搬中の安全性に影響を与えるような損傷͕ない͜ͱɻ
˓ɹ運搬のࡍにੵΈॏͶらΕるಉछの容器の全ॏྔͱಉ͡ՙॏを
容器の্෦にՃえͨঢ়ଶͰ2ؒ࣌�ଘஔしͯݧࢼをߦう͜ͱɻ

˓ɹੵΈॏͶݧࢼに͓͚るج४͸、外装容器ٴͼ内装容器からの
漏えい͕な͘、かつ、運搬容器にม͕ܗない͜ͱɻ

表２　アルコール類を収納する内装容器と外装容器で構成される運搬容器に係る性能試験の基準

図１　外装容器（両面ダンボール箱）
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・内装容器（プラスチックフィルム袋）（図２参照）
内 容 量：１リットル
寸　　法：135ミリメートル（幅）×30ミリメート

ル（マチ）×240ミリメートル（長さ）
注 ぎ 口：内径21ミリメートル、再封緘できる

キャップ付き
冷凍対応：－40℃
材　　質：ポリエチレンテレフタレート12 ／ア

ルミニウム９／ナイロン15 ／直鎖
状低密度ポリエチレン130

・緩衝材（３種類）（図３参照）

ウ　試験で使用した容器等の梱包方法
内装容器の外装容器への梱包方法等は図４及び

図５のとおりです。なお、外装容器１箱に対し内装容
器を６袋収納し、緩衝材を入れクラフトテープで完全
梱包しました。

⑷　試験結果
ア　落下試験

落下試験の実施状況は図６から図８、落下試験の
実施結果は表４のとおりです。

イ　積み重ね試験
積み重ね試験の実施状況は図９、積み重ね試験

の実施結果は表５のとおりです。

۠　෼

ॆర෺࣭

௿Թௐ࣭

ඪ४ௐ࣭

落下ݧࢼ

ੵΈॏͶݧࢼ

֓　　ཁ
༌ૹ͢る෺࣭ɿΤλϊʔϧ（ӷମ）
༌ૹ͢る෺࣭のൺॏɿ�.�
��࿈൪߸ɿ11ࠃ
容器౳ڃ（ݥة౳ڃ）ɿᶘ
落下ݧࢼに͢ڙる૊߹ͤ容器（外装容器ɿ྆面μϯϘʔϧശ、内装容器ɿϓϥενοΫϑΟϧϜା、内
容෺ɿෆౚӷ、؇িࡐ）ついͯ、׬全ࠝแし、ϚΠφε1�ˆҎ下にྫྷ٫ɻ
ੵΈॏͶݧࢼに͢ڙる૊߹ͤ容器（外装容器ɿ྆ 面μϯϘʔϧശ、内装容器ɿϓϥενοΫϑΟϧϜା、
内容෺ɿਫ、؇িࡐ）についͯ、׬全ࠝแし、ඪ४Թ౓（2�ˆ）ٴͼඪ४࣪౓（��ύʔηϯτ）の下Ͱ2�
Ҏ্ௐ੔ɻؒ࣌
૊߹ͤ容器を1.2ϝʔτϧの͞ߴから５ܭ回落下ͤ͞、૊߹ͤ容器から漏えい౳͕ないか֬ೝɻな͓、
ͱ͢るɻݸる容器͸１回の落下につ͖１͢ڙにݧࢼ
Ҏ্ଘஔし、૊߹ͤ容器からؒ࣌�３ϝʔτϧҎ্ͱしͨ৔߹にੵΈॏͶらΕるՙॏをՃえͯ2͞ߴ
の漏えい౳͕ないか֬ೝɻな͓、ݧࢼ͸３ݸの容器Ͱ࣮͢ࢪるɻ

表３　試験方法の概要

図２　内装容器（プラスチックフィルム袋）

図５　梱包の模式図（左からつま面、側面）

図３　緩衝材（左上：エアピロータイプ緩衝材、
右上：エアチューブ緩衝材、下：エアキャップ）

図４　梱包状況（左から天面から見た梱包状況、
完全梱包の状況）
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図８　任意の角の選定状況（天面の角）

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

高さ(ｍ)

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

落下姿勢

底面の対面落下

天面の対面落下

側面の対面落下

つま面の対面落下

任意の角（天面の
角）の対角落下

判　定

性能あり

性能あり

性能あり

性能あり

性能あり

࣭ ʢྔLHʣ

�.��

�.�1

�.��

�.�1

�.��

落下後の容器の状況
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし

表４　落下試験の実施結果

図６　落下試験（底面落下）の実施状況（左から落下前、落下後）

図７　内装容器の落下試験後の状況（底面落下）

図９　積み重ね試験の実施状況
（上：実施状況、下：積み重ね後の状況）
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ウ　梱包方法の異なる組合せ容器の試験結果
参考として、内装容器、外装容器及び緩衝材の仕

様は⑶アからウに示すものと同じですが、梱包方法が
異なる組合せ容器を作成し、マイナス18度以下の低
温調質実施後に、表３に示す落下試験を実施しました。

内装容器の外装容器への梱包方法等は図10、落
下試験の実施結果は表６のとおりです。

落下試験の結果、つま面落下において落下面に
最も近い内装容器から内容物の漏えいを確認しまし
た（図11参照）。なお、他の３面及び任意の角（天面
の角）の落下では内装容器及び外装容器から内容物
の漏えいはありませんでした。

内装容器や外装容器、また緩衝材等の仕様が同
じであっても、梱包方法などの違いにより運搬容器

の性能を有しない場合もあることがわかりました。こ
のことから、運搬容器の性能を満たすよう、緩衝材
や外装容器、適切な梱包方法の選定が重要である
と考えられました。

඼ݧࢼ
のݸ਺

ݸ３

ՙॏの
ෛՙؒ࣌

ؒ࣌�2

ՙॏݧࢼ

��LH

判定

性能あり

ՙॏߦ࣮

��LH

ੵΈॏͶ後の容器の状況

・外装容器、内装容器からの漏えいなし、かつ、運搬容器にมܗ
なし

表５　積み重ね試験の実施結果

図10　梱包方法の異なる組合せ容器の模式図

表６　梱包方法の異なる組合せ容器の落下試験の実施結果

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

高さ(ｍ)

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

落下姿勢

底面の対面落下

天面の対面落下

側面の対面落下

つま面の対面落下

任意の角
（天面の角）の対角落下

判　定

性能あり

性能あり

性能あり

性能なし

性能あり

落下後の容器の状況
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいあり
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし
・外装容器、内装容器からの漏えいなし
・運搬中の安全性に影響を与えるような損傷なし

図11　梱包方法の異なる組合せ容器の落下試験の実施状況
（つま面落下）
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⑸　調査検討結果のまとめ
今回の試験結果から、アルコール類を内装容器（プ

ラスチックフィルム袋）に収納し、適切な緩衝性能を有
する緩衝材と共に外装容器（ファイバ板箱に限る。）に収
納して組合せ容器にし、運搬容器に求められる落下試
験と積み重ね試験で課される性能を有すれば、運搬容
器として認めることは妥当であると考えられました。

ただし、アルコール類は常温以下の引火点を有する
危険物であり、そのことを考慮すれば、運搬だけでは
なく通常の貯蔵や取扱い時においても容易に内容物が
漏えいすることがないよう、火災予防上の観点から適
切な構造を有していなければならないことから、以下
のように留意事項をまとめました。

１　プラスチックフィルム袋の最大容積は１リットル
以下であること。

２　梱包方法や緩衝材の種類、外装容器の構造等
によっては運搬容器としての性能を満たさないこ
とも考えられるため、運搬容器の構造や梱包方
法に違いがある場合には、その都度個別に運搬
容器の性能について確認する必要があること。

３　プラスチックフィルム袋に高濃度アルコールを
収納することの耐久性や安全性（プラスチック
フィルム袋の層間剥離など）の確認は、プラスチッ
クフィルム袋の容器設計に責任を持つ者や高濃
度アルコールの製造者等が自らの責任において
実施する必要があること。

３　おわりに

⑴　今回ご紹介した検討結果の詳細については、以下
のホームページ「危険物輸送の動向等を踏まえた安
全対策の調査検討報告書」からご確認いただけます。

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/
kento/items/post-123/01/houkokusho.
pdf

⑵　検討結果を受けた関係法令等の改正準備につい
ては現在進めているところですが、検討結果を受け
発出している通知については以下からご確認いただ
けます。
・「タンクコンテナによる危険物の仮貯蔵について
（通知）」の改正について（令和４年12月13日付
け消防危第275号）

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/
items/20221213_ki275.pdf

・ドライコンテナによる危険物の貯蔵について（令和
４年12月13日付け消防危第283号）

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/
items/20221213_ki283.pdf

・危険物輸送時における発注者（荷主）を主体とした
関係事業者間の情報共有について（令和４年12月
13日付け消防危第277号）

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/
items/221213_kiho_277.pdf

⑶　略語
・危険物の規制に関する規則（昭和34年総理府令

第55号）・・・危規則
・危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定

める告示（昭和49年自治省告示第99号）・・・危
告示

・危険物船舶運送及び貯蔵規則（昭和32年運輸省
令第30号）・・・船舶危規則

・船舶による危険物の運送基準等を定める告示（昭
和54年９月運輸省告示第549号）・・・船舶危告
示
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県危連、地区協会からの情報

１．はじめに
いま๺ւಓ内Ͱ͸ߴ、 ଎ަ௨੔උの௤Ի͕あͪͪ͜Ͱ響
いͯいま͢ɻ
৽വؗ๺ేまͰདྷͯいる๺ւಓ৽װઢ͕2���೥にࡳຈ

まͰԆ৳༧ఆͱな͓ͬͯりߴ、 Սڮ、τϯωϧ、ࡳຈं྆ج
஍なͲの͕ࣄ޻ண࣮にਐΜͰいま͢ɻ
๺ւಓ৽װઢのࡳຈまͰの全ઢ։௨により、౦ࡳژຈؒ

͕཮࿏によりॴཁؒ࣌ ߦからのݝ൒ͱなり、Ԋઢ֤ؒ࣌４͕
͖དྷ͕ͱͯ΋շదͱなりま し͢、ಓ内Ͱ΋、ࡳຈからവؗؒ
かかるͱؒ࣌͜４ࡏݱ͕ Ζ、1ؒ࣌൒ͱなり、ಓ外からࡳຈを
目͢ࢦਓ͚ͩͰな 、͘๺ւಓຽにͱͬ ͯେมըظతな ͱ͜ͱ
なりま͢ɻ
͜Εらにઌཱͪ、๺ւಓ೔ຊϋϜϑΝΠλʔζの৽ٿ৔
͕๺޿ౡࢢに׬੒し、３݄��೔にଞஂٿより΋Ұ೔ૣい
։ນઓ͕ߦΘΕましͨɻ͜の৽ٿ৔ʮΤείϯϑΟʔϧυ
)0,,"*%0ʯ͸、ࠃ内ॳͱなる天વࣳの։ดࣜ԰ࠜ෇͖ٿ
৔Ͱ、॓ ധࢪઃ΍Թཋࢪઃ（Թઘ・α΢φ͕ར༻Ͱ͖るٿ৔
͸ੈքॳ）なͲをඋえるʮੈք͕まͩݟ͵ϘʔϧύʔΫʯͱなͬ
ͯ り͓ま͢ɻօ༷΋ੋඇҰ౓、ʮϘʔϧύʔΫʯに͓ӽしいͨͩ
ಈをຯΘͬײ、͖ ͯい͚ͨͩΕ͹ͱࢥいま͢ɻ

２．（一社）北海道危険物安全協会連合会の紹介
౰࿈߹ձのઃཱͰ͕͢、ত࿨�2೥౰࣌ಓ内Ͱ��を௒え

るݥة෺安全ڠձのઃཱ͕あり、ͦ の࿈߹૊৫のඞཁ性͕
ڧ ΊらΕ、ཌত࿨��೥̒ٻ͘ ݄にಓ内֤஍の��のݥة෺安
全ڠձをձһͱ͢るࣾஂ๏ਓをઃ しཱ、ࡏݱ͸、ձһ਺��
の૊৫にൃలしͯ り͓ま͢ɻ
ओなۀࣄͰ͕͢、ߨशձۀࣄ（อ安ߨशۀࣄ、४උߨश
ใ޿、ۀࣄೝ֬ݧࢼ෺λϯΫݥة๺ւಓಛ༗のগྔ、（ۀࣄ
なͲを中৺にۀࣄձॿ੒ڠ஍۠、ۀࣄձһදজ、ۀࣄൃܒ
ߦͬ ͯ り͓ま͢ɻ
ฏ੒５、̒ ೥ࠒをϐʔΫに、ߨशडऀߨのݮগに൐い、ۙ
೥͸、ϐʔΫ࣌ͱൺ しֱま͢ͱ൒෼の༧نࢉ໛ͱなͬͯ り͓、
͜͜ 1�೥Ͱ２回のࣄ຿ۀࣄのݟ௚しをߦうなͲしͯܦඅॖݮ
対ࡦに౒Ί͖ͯͨͱ͜ ΖͰ͢ɻ

３．当連合会の事業について
อ安ߨशۀࣄͰ͕͢、͝ ঝ஌のͱ り͓๺ւಓ͸޿େͰ、ౙ

のݫし͕͞ある͜ͱから、๺ւಓなりのۤ࿑͕ありま͢ɻ๺

ւಓの面ੵ͸、౦๺ݝ�ͱ৽ׁݝを߹Θͤͨେ͖͕͞あり、
、いಓ内֤஍Ͱ、ઇ͕ຊ֨తに߱るલの�݄から11݄のؒ޿
2�のࢢொͰԆ΂��೔にΘ りͨ��回։࠵しͯ り͓、ྩ ࿨４೥
౓のडऀߨ͸�
1��ਓͱなͬ ͯいま͢ɻ
॓ധを൐うग़ு͕ଟ 、͘։ू͕ظ࣌࠵中͢るͨΊ、։࠵೔

͜、のઃఆ͕େมͰ、２ਓの৬һͰग़ுし࣌ の΄か、͞ らに２
ਓの৬һ͕ਃ੥ॻのड෇、ి ࿩対Ԡをߦい߹４ܭਓମ੍Ͱ
ߦ຿をͬۀ ͯいま͢ɻ
४උߨशͰ͕͢、ࡏݱ೥ؒ2�回։࠵しͯ り͓、ত࿨��೥

の�
���ਓをϐʔΫに೥ʑݮগし͖ͯͯ り͓、ۙ ೥͸、৽ܕ
ίϩφ΢Πϧεの影響からのड߇ߨえなͲ、かなり落ͪࠐΈ
まし͕ͨ、ྩ ࿨４೥౓から回෮޲܏にあり、ࠓ೥２݄ に͸、全
ԋをߨमձͰݚࢣߨशߨश՝௕をট͖、४උߨ౻のฌڠة
い͖ͨͩ、ޙࠓの回෮޲܏に஄Έをつ͚ͯいͨͩいͨͱ͜ Ζ
Ͱ͢ɻ
গةλϯΫ֬ݧࢼೝۀࣄͰ͕͢、๺ւಓ͸、ྫྷפ஍Ͱあり、

౮༉を࢖༻͢るஆ๪ٴී͕ػしͯ り͓、౮༉をೖΕるϗʔϜ
λϯΫの੡଄աఔに͓͚るਫு֬ݧࢼೝࣄ຿౳をݥة෺อ
安ٕज़ڠձからडୗし、೥ؒ໿�ສجの֬ೝࠪݕを࣮ࢪしͯ
いま͢ɻ

4．おわりに
౰࿈߹ձに͓いͯ΋、ʮΧʔϘϯχϡʔτϥϧԽʯにより、ࣗ
ಈं౳に܎るΨιϦϯのधཁ͕େ͖͘ ࢿ෺औѻݥة、গしݮ
֨ऀのधཁࠐݟ͕ݮまΕ、কདྷతに͸౰࿈߹ձの運Ӧにେ
͖͘ のしかかͬ ͯ͘ る͜ ͱ͕૝ఆ͞Εま͢ɻ
ͦのͨΊ、ޙࠓのಈ޲に஫ࢹしな ら͕ۀࣄをܧଓͰ͖るよ

うな対ࡦを͡ߨ ͯい͘ඞཁ͕あるͱߟえͯいま͢のͰ、全ة
֤、ڠ ֤、࿈߹ձݝ ஍۠ڠձを͸͡ Ί๷ؔػ܎ؔࡂͱの࿈
りఴͬͨدをີにしͯ、ձһのօ༷にܞ のॆ࣮に౒Ίͯۀࣄ
まいりま͢ɻ

北海道日本ハムファイターズの新球場「エスコンフィールドHOKKAIDO」
（提供：㈱北海道日本ハムファイターズ）

北海道における各種事業の取り組みについて

一般社団法人　北海道危険物安全協会連合会
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１．当協会の沿革
౰ڠձ͸、ত࿨1�೥� １݄೔に、౰ݥة、࣌෺͕ؔ͢܎る
Րࡂ΍രൃ͕ނࣄଟ しൃͨ ͱ͜をड͚ͯ、ۀք内Ͱのࣗओ๷
ձʯͱしͯઃཱ͞ڠ෺඼ݥة෎ࡕを目తにલ਎Ͱあるʮେࡂ
Εましͨɻ
ͦのޙ、େࡕ෎下の֤ࢢに͓いͯ΋ಉ༷のʓʓݥةࢢ෺

඼ڠձ͕い つ͘かઃཱ͞Ε、େࡕ෎ݥة෺඼ڠձ΋׆ಈൣ
ғをେࢢࡕ内にݶり、໊ শ΋ʮେݥةࢢࡕ෺඼ڠձʯにมえ
΋ありましͨɻظ࣌ಈしͯいͨ׆ͯ
ত࿨2�೥� 1݄೔、ʮେࡕ෎ݥة෺඼ڠձ࿈߹ձʯͱしͯ、
౷Ұ͞Ε、ত࿨��೥に͸、๏੍Խ͕ۀࣄ෎下Ͱのࡕͼେ࠶
͞Εͨݥة෺औѻऀอ安ߨशをେࡕ෎のҕୗをड͚։࢝し
ましͨɻ
ত࿨�2೥11 １݄೔、ʮஂࡒ๏ਓେࡕ෎ݥة෺安全ڠձʯ͕
ൃ଍し、ʮେࡕ෎ݥة෺඼ڠձ࿈߹ձʯのۀࣄをҾ͖͗ܧ、ͦ
のޙฏ੒2�೥̕ ３݄೔にࡏݱのެӹஂࡒ๏ਓにҠߦしましͨɻ

２．当協会の事業内容
౰ڠձ͸ެӹஂࡒ๏ਓͰ、ͦ のۀࣄ͸、ʮެӹ性を༗͢る
ެӹۀࣄʯͱʮެӹۀࣄを࣋ଓͤ͞るͨΊのऩӹۀࣄʯに෼͚
らΕま͢ɻ内容తに͸Ҏ下にೋ෼͞Εま͢ɻ
ಈ׆ൃܒ˔
ফ๷๏ͰఆΊるݥة෺͸、ͦ の෺性͕ඇৗにෆ安ఆなͨ

Ί、औりѻいをؒҧえるͱେ͖なނࣄにൃలしかͶまͤΜɻ
౰ڠձͰ͸、͜ のݥة෺͕ݪҼのՐࡂ΍രൃ͕ނࣄେࡕ෎
内ͰগしͰ΋ݮগ͢るよう׆ಈをͯͬߦ いま͢ɻྫえ͹、ة
शձなͲߨ෺安全େձ΍ݥة、ߦのൃࢽؔػ෺にؔ͢るݥ
のۀࣄൃܒͰ͢ɻ
まͨ、ݥة෺の安全なऔりѻい΍ࣗओอ安ମ੍をཱ֬͞
Εͯいるۀࣄॴ΍ݥة෺औѻऀに対しͯのදজ੍౓΋あり
ま͢ɻ
ҭڭ෺औѻऀのཆ੒ͱݥة˔
ফ๷๏্のݥة෺͸、ࠃՈ֨ࢿのݥة෺औѻऀ໔ঢ়を
ͬ࣋ ͯいるऀ͚͕ͩऔりѻいを͞ڐΕͯいま͢ɻ౰ڠձͰ͸、
ͦの໔ঢ়औಘを࠷୹ͰऔಘͰ͖るようݧࢼ४උ対ࡦのߨश
ͱし ʮͯݥة෺औѻऀཆ੒ߨशʯを։ߨし、ଟ͘ の߹֨ऀをग़

しͯいま͢ɻ
まͨҰ୴、ݥة෺औѻऀ໔ঢ়をऔಘ͞Ε、ݥة෺にؔΘ
るࣄ࢓にै͞ࣄΕͯいま͢ͱ໿３೥に１౓͸、๏ྩのվਖ਼΍
る͢ߨशʯをडߨ෺औѻऀอ安ݥةฉのͨΊʮݟ৅のࣄ֐ࡂ
ͱ͕͜ফ๷๏ͰఆΊらΕͯいま͢ɻ౰ڠձ͸、͜ のอ安ߨश
をେࡕ෎のҕୗをड͚։࠵しͯいま͢ɻ

３．当協会の今後の取り組みについて
ݱに͓いͯ͸ڈ෺͸、աݥةͲ΋͕ؔΘるফ๷๏্のࢲ
のようにফ๷๏্ͰのΧςΰϦʔのఆΊͰ͸なࡏ 、֤͘ ொࢢ
ଜの৚ྫによͬ ͯ๏੍نをしͯいͨظ࣌΋ありまし͕ͨ、ͦ
のݥة性Ώえ๏੍نを͞Ε、安全׆༻の֬อをٻΊらΕる
ようになͬ ͖ͯましͨɻまͨ、ࣾ ձͰྲྀ௨͢る੡඼͕ਐԽ͢る
につΕ、༷ ʑなݥة෺に֘౰͢る඼目͕औりѻΘΕるように
なり、૯຿লফ๷ிに͓かΕましͯ΋ͦの౎౓ਝ଎に対Ԡ͞
Εͯいるݱঢ়Ͱ͢ɻ
౰ڠձͱしͯ΋ެӹ๏ਓͱしͯ、Ұൠஂࡒ๏ਓ全ݥةࠃ෺
安全ڠձͱڠ しྗ、ݥة෺をऔりѻΘΕるۀք֤Ґ΁の৘ใ
ఏڙ΍ڀݚ։ൃの͝ࢧԉを৺͕͚、ۀք全ମͰのࣗओอ安
ମ੍のཱ͕֬ݻڧな΋のͱなるようࢧԉをしͯいま͢ɻ
まͨ、ࠃに͓いͯ΋%9（σδλϧτϥϯεϑΥϝʔγϣϯ）の
ཱ͕֬ਪ঑͞Εるなか、౰ڠձに͓いͯ΋、ࠓ೥౓͸ݥة
෺औѻऀอ安ߨशのड෇γεςϜをେ෯にݟ௚し、डऀߨ
のརศ性をਤるͱͱ΋に、ଞ౎ಓ෎ݝのݥة෺安全ڠձ༷
に΋͝঺հͰ͖ らͨͱߟえͯ り͓ま͢ɻ
͜、になりま͕͢、օ͞まに͓かΕましͯ΋Ҿ͖ଓ͖ޙ࠷ の

ফ๷๏্のʮݥة෺ʯを͝安全に׆༻い͖ͨͩま͢よう͝ ԉࢧ
ͱ͝ をよΖし͘ྗڠ いいئ͓ しͨま͢ɻ

大阪府における当協会の取り組みについて

公益財団法人　大阪府危険物安全協会

【事務所入り口】自然との調和を考えたデザインにしました
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委員会の様子

（一社）日本損害保険協会専務理事 大知　久一　委員
秋草学園短期大学学長 北野　　大　委員
総務省消防庁危険物保安室長 中本　敦也　委員

（一財）全国危険物安全協会理事長 兵谷　芳康　委員
都道府県消防防災・危機管理部局長会会長 三須　康男　委員
千葉商科大学教授 宮崎　　緑　委員
全国消防長会事務総長 吉田　敏治　委員

危険物安全週間推進標語審査委員会委員名簿
（五十音順）

令和５年度危険物安全週間推進標語入選作品令和５年度危険物安全週間推進標語入選作品令和５年度危険物安全週間推進標語入選作品
令和５年度の危険物安全週間推進標語審査委員会が３月６日に開催され、厳正なる審査の結果、最優秀作を

含む12点の標語が決定いたしました。

優 良 作〈氏名五十音順〉
危険物みんなが主役で事故ゼロへ

青柳 婦美子さん （栃木県）
事故ゼロへガード固めるチームの和

荒木 誠治さん （北海道）
研ぎ澄ませ　危険を弾く　強い意志

井出 将貴さん （山口県）
事故ゼロへ　チームでつなぐ　この一投

小畑 えりさん （東京都）
危険物　重ねたガードで　防ぐ事故

梶本 信行さん （大阪府）

信頼のチームで勝ち取るゼロ災害
近藤 　誠さん （北海道）

事故ゼロへ集中力を研ぎ澄ます
荘子 　隆さん （宮崎県）

安全を　守る緻密な　チーム力
高橋 涼子さん （大阪府）

危険の芽先読む力ではじき出す
竹田 秋治さん （新潟県）

自主点検　潜む事故の芽　弾き出せ！
古川 裕崇さん （広島県）

最優秀作（消防庁長官賞）
意志つなぐ連携プレーで事故防ぐ　　　　　　　　　古瀬 佑亮さん（佐賀県）

優 秀 作（全国危険物安全協会理事長賞）
危険読み　声掛け合って　ゼロ災害　　　　　　　　中村 康二さん（愛知県）

全危協ニュース

北野委員長
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令和５年度危険物安全週間推進ポスターが完成しました！令和５年度危険物安全週間推進ポスターが完成しました！
このポスターは、令和５年度危険物安全週間（令和５年６月４日

～10日）を推進するために危険物安全週間推進協議会が作成し、

４月中旬に全国へ約12万枚配布されますので、危険物に対する

意識の高揚等にご活用いただくようお願いします。

今年度のポスターモデルは、北海道北見市常呂町を拠点とし

て活動する女子カーリングチーム「ロコ・ソラーレ」のみなさん

（石崎琴美選手、吉田知那美選手、吉田夕梨花選手、鈴木夕湖選手、

藤澤五月選手）です。

※ポスター及び画像は危険物にかかる保安の推進という目的以外には使用で
きません。

オンライン保安講習スタート！　初年度は・・・オンライン保安講習スタート！　初年度は・・・
当協会では、政府のデジタル化戦略に沿って、コロナ禍でも安心して受講できるように、令和4年度からオンラ

インでの保安講習システムを各都道府県危険物安全協会連合会等に提供を始めました。

初年度は、全国で２万５千名を超える方々に受講いただきました。

利用された皆さんからは、

①　自分の都合に合わせて受講できる（これまでの対面式では近くで受講するのにタイトな日程調整が必要で、

時には会場が満員のため受講を断られることもあった。それに比べ、オンラインでは受講期間が１か月あり、

その中で自分の都合に合わせてマイペースで受講できた）

②　何回も繰り返し見られる（対面式と異なり、分からないところを繰り返し見ることができるので、疑問が解消

できた）

③　時間と費用の節約ができた（会場が遠いと時間も費用もかかったが、オンラインではその分の節約ができた）

などの好意的な意見が多数寄せられました。

とは言え、初年度の利用者は、まだ全体の１割強といったところです。

また、申込に際して操作の表示が分かりにくい、受

講者マニュアルが分かりにくい、テキストの参照ペー

ジを表示してほしい、などといった声も寄せられました。

今後は、こうした声にも対応しながら、受講者の皆

様に使いやすく役立つシステムにして参ります。

オンライン保安講習は極めて便利な制度です。受

講者の皆様の積極的なご活用をお願いいたします。

オンライン保安講習の画面（イメージ）
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全危協理事長感謝状を贈呈しました！！全危協理事長感謝状を贈呈しました！！全危協理事長感謝状を贈呈しました！！
当協会の広報活動を通じて、危険物に関する安全思想の普及・啓発にご協力いただいた方々に、全国危険物

安全協会理事長感謝状を贈呈しましたのでご紹介させていただきます。

˓ଜ઒ɹय़͞ܓΜ（੝Ԭࢢ໾ॴ৬һ）

ྩ࿨４೥౓ݥة෺安全िؒਪਐϙελʔϞσϧ

ͱしͯීൃܒٴにྗڠ

ɹ༷ɹɹ:PV5VCFۀ࢈ձࣾฒ໦ࣜג˓ νϟϯωϧ（全ڠةνϟϯωϧ）のಈը੍࡞΁のྗڠ

ձࣾλπϊɹ༷ɹɹɹ:PV5VCFࣜג˓ νϟϯωϧ（全ڠةνϟϯωϧ）のಈը੍࡞΁のྗڠ

○（一財）全国危険物安全協会

〔退任〕 〔就任〕
令和５年３月31日付 令和５年４月１日付

山　本　洋　平　　業務部業務課調査役 　中　原　　　毅　　業務部講習課長
今　枝　康　祐　　業務部講習課調査役 　路　次　　　央　　業務部講習課調査役
石　川　喜美代　　総務部総務課 　小　田　哲　也　　業務部業務課調査役

　岡　田　和　人　　業務部講習課調査役

人事異動

こちらからご覧になれます

͓か͛͞まͰ1�ສ࠶ੜಥഁ ��

株式会社並木産業 様 株式会社タツノ 様
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令和５年度定期点検技術者講習日程

注）本予定表の記載内容は予告なしに変更する場合があります。
最新の内容は当協会の講習サイトをご確認ください。

地下タンク等・移動貯蔵タンク
定期点検技術者講習

令和

5年
度

この講習は、初回講習・定期講習を対象としたオンデマンド方式の講習で、講習動画は受
講期間内であれば24時間いつでも視聴可能です。

〒105-0021 東京都港区東新橋１-１-19ヤクルト本社ビル15階  TEL 03-5962-8923（業務課）

オンライン講習
受講期 受講期間 申請期間

第 1期 ８月１日（火）〜 ８月 31 日（木） ６月 1 日（木）〜 ６月 30 日（金）

第 2期 ９月１日（金）〜 ９月 30 日（土） ７月 1 日（土）〜 ７月 31 日（月）

第 3期 10 月 1 日（日）〜 10 月 31 日（火） ８月 1 日（火）〜 ８月 31 日（木）

第 4期 11 月 1 日（水）〜 11 月 30 日（木） ９月 1 日（金）〜 ９月 30 日（土）

全危協　技術者講習

申請方法は、オンライン講習、対面講習ともに インターネットによる申込みとなります。
申請方法等は、当協会講習サイトをご確認ください。

〇この講習は危険物の規制に関する規則第 62条の６に掲げる「知識及び技能を有する者」を育成するための講習です。

講習種別 実施地 実施月日 講習会場 申請期間

地
下
タ
ン
ク
等

初回
講習 東 京 ９月５日 （火）

９月６日 （水）
専売ビル
港区芝５丁目 26-30 ８月７日（月）〜 ８月18日（金）

定
期
講
習

札 幌 10月３日（火） 北海道自治労会館
札幌市北区北 6 条西 7 丁目 5-3 ９月４日（月）〜 ９月15日（金）

大 阪 11月９日（木） （一財）大阪科学技術センター
大阪市西区靭本町 1 丁目 8-4 10月９日（月）〜 10月20日（金）

東 京 12月５日（火） 専売ビル
港区芝５丁目 26-30 11月６日（月）〜 11月17日（金）

移
動
貯
蔵
タ
ン
ク

初回
講習 東 京 ９月14日（木）

９月15日（金）
専売ビル
港区芝５丁目 26-30 ８月14日（月）〜 ８月25日（金）

定
期
講
習

札 幌 10月４日（水） 北海道自治労会館
札幌市北区北 6 条西 7 丁目 5-3 ９月４日（月）〜 ９月15日（金）

大 阪 11月10日（金） （一財）大阪科学技術センター
大阪市西区靭本町 1 丁目 8-4 10月９日（月）〜 10月20日（金）

東 京 12月６日（水） 専売ビル
港区芝５丁目 26-30 11月６日（月）〜 11月17日（金）

この講習は、オンライン講習を受講できない方向けの講習で、従来どおり講習会場に集合して
行うものです。定員になり次第、締め切ることがありますので早めに申請してください。対 面 講 習

令和５年度地下タンク等・移動貯蔵タンク定期点検技術者講習を次のとおり実施します。
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